
『ホタルの棲むまち』 

かつて濃尾平野一面に生息していたヘイケボタルは数十年の間に、稲沢市祖父江町周辺

を含む一部に生息しているのみになりました。それでも祖父江町には水田、水路、湿地溝

など各所に、自然発生のヘイケボタルが飛び交う光景が見られます。祖父江町には、人と

ホタルが共生できる地域環境の創造に向けて、活動している『祖父江のホタルを守る会』

があります。平成 22 年には『祖父江のホタルを守る会』が調査した結果、調査地点 44 ヶ

所に約 14300 匹のホタルが観測されています。私が通う愛知県立杏和高校の理科部では、

3 年前から『祖父江のホタルを守る会』の活動に参加しています。祖父江町内の水路の水

質及び底生生物の調査のサポート活動などを行っています。そこで、私は、『祖父江のホタ

ルを守る会』の活動を通じて、身の周りの環境について考えてみました。 

  

 

 

 

 

 

 

写真１ 水質調査活動風景（パックテストなど）    写真２ 動植物の生態調査活動風景 

これらの活動を行っている際に感じたことがありました。それは、水路によって生物の

種類、個体数の値が全く異なることです。調査する水路は５か所だけですが、周囲の環境

が全然違います。周りが畑の場所にある水路は、水もあまり濁っておらず、タニシやヤゴ

が見つかります。しかし、周りが住宅地になると、水に油分が浮いていて、糸ミミズやユ

スリカが目立ちます。一番、生物が棲んでいなかったのは、水田の排水路が深い場所にな

っている所でした。水は濁りきり、水底の土はヘドロのような状態です。これは、水面に

水草が異常に蔓延ったためと、水路自体がとても深いせいで、水底に日光が届かなかった

からだと考えられます。水質が悪い状態でも生息している糸ミミズ、ユスリカの姿も見ら

れます。 

水質の良し悪しは、周囲の環境、群生している水草の種類、そして水路の造りに左右さ

れるのではないかと思いました。特にホタルの餌となるのは主に貝類なので、浅い場所の

方が生息しやすそうです。水路を深くしてしまうと貝が生息できなく、ホタルも生息でき



ません。また、ホタルが産卵するのは、背の高い水草なので、そういった水草が群生しや

すい環境であることも大事です。 

 『祖父江のホタルを守る会』と杏和高校理科部の生徒が水質調査を行っていた時、近隣

住民が通りかかり「何をしているんですか」と尋ねられました。私たちが「ホタルを守る

会による水質調査をしています」と答えると、とても驚いた様子で「この辺りにはホタル

がいるんですか」と聞き返されました。自分たちの住んでいる地域にホタルが棲んでいる

ことを知らない人たちがいる。私は、このことに衝撃を受け、もっと一般市民にホタルに

ついて知ってもらう必要性を感じました。『祖父江のホタルを守る会』では、私たちの地域

にホタルが棲んでいることを様々な工夫により広報する活動をしています。例えば、小中

学校で出前授業を行い、自然に対する心配りを教えたり、地域の人たちにホタルの観察会

を通じて環境保全のことについて考えてもらっています。さらにホタル生息地域の保全活

動や水質調査・底生生物調査及び生息状況調査を行っています。ただし、ホタルの養殖活

動はせず、あくまでも自然のホタルが発生する環境整備を行っています。 

『祖父江のホタルを守る会』で作成された資料を読んでいるとホタルが減少した理由は

農薬の使用によるものと書かれておりました。確かに、農薬の使用によりホタルの生息地

域が減ったのは事実です。けれど、ホタルが減少した理由はほかにもさまざまあり、農薬

はその一例にすぎないのです。例えば、街灯の設置による夜間照度変更による環境変化、

いわゆる光害です。光害によりホタルは交尾相手を探すことができなくなりました。また、

道路・用排水路の拡張・改善工事による環境変化もホタルの生息地域を大幅に減らす一因

になりました。道路・用排水路の拡張・改善工事は昭和 40 年以後行われた、圃場整備事

業の一環として行われたものです。豊かにするために造られた人工的な環境というのは、

ホタルだけではなく、自然に生きる生物には、非常に生きにくい環境なのです。ホタルが

生息できる環境は、ホタルの卵・幼虫・蛹・成虫が生息できる環境すべてを指し、さらに

はホタルの餌になるカワニナや水田では多く見られるタニシやモノアラガイの生息できる

環境もないといけないため、現代の整備された田園はホタルには生息しにくい様です。 

ホタルを守る上で大切なのは、ホタルが生息できる環境をどう造っていくかだと考えて

います。私は、『今まで』ではなく『今』と『これから』を考えた環境造りが大事だと思い

ます。ホタルの棲みやすい環境は人も住みやすい環境です。ホタルが生息できる環境に戻

すのではなく、ホタルが生息できる環境を新たに造ることを目標にするべきなのではない

でしょうか。あの不思議な癒しの光を大切に守り続けられる様に、ホタルの棲みやすい環



境造りをすることが『これから』を踏まえた私なりの環境に対する提言です。 

 

図表１ 水質・底生生物調査記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊟水質調査・底生生物調査は『祖父江のホタルを守る会』の 

会員と杏和高校理科部の生徒により実施 

また、記録表は『祖父江のホタルを守る会』により作成 


